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カーボンニュートラル研究助成制度

「カーボンニュートラル社会の実現に向けた『実
践知』の共創」と題してシンポジウムを開催しまし

た。300人以上が来場
し、菅元総理の基調講演
をはじめ、宮城県名取市
の山田市長、日産自動
車株式会社の高橋氏、
本学総長によるパネル
ディスカッションなどを
行いました。

本学のカーボンニュートラルに資する研究活動
の促進を目的として、本学の研究者を研究代表
者とする研究に対する研究助成金制度「カーボ
ンニュートラル研究助成制度」を2023年度に設
立しました．初年度は3件、今年度は4件が採択
され，先端的、かつ独創的なCN研究を支援して
います。

カーボンニュートラル研究セミナーの開催

昨年度、カーボンニュートラル研究助成制度の採択
者、および、カーボンニュートラルを専門とする研究
者から、最先端の研究をご発表頂きました。本セミ
ナーでは、文理融合研究の実装も目的としており、
様々な学問分野の研究をご発表頂きました。また、小
金井市に後援して頂くことで、本学の教職員・学生・
協定校関係者の参加はもとより、小金井市民の皆様
にもご参加頂き、総計58名の皆様と先端的なカーボ
ンニュートラル技術を共有でき、カーボンニュートラ
ルについて深く思案する良き機会となりました。

札幌市とのカーボンニュートラルに関する連携協定の締結

さらに、2024年度より、学問の垣根を越え、カーボンニュートラルに
資する新たな学問分野の開拓を目指して、「カーボンニュートラル文理融
合研究スタートアップ助成制度」を創設しました。今後、次に示すセミ
ナーなどを通して、文理融合研究を積極的に促進・支援いたします。

自治体との連携基盤の構築のひとつと
して、札幌市と「カーボンニュートラルの
実現と持続可能な社会の構築の推進に
係る連携協定」を締結しました。札幌市内
でのフィールドワーク等の教育プログラ
ムの展開や、札幌市の事業に本学の人材
や知見を提供することを目指してゆきま
す。左：法政大学 小秋元 段 常務理事・副学長

右：札幌市 秋元 克広 市長
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カーボンニュートラル都市ガスの導入

本学では、2023年度より市ケ谷キャンパスで
カーボンニュートラル都市ガスを導入しました。 
2024年度からは、多摩キャンパス、小金井キャン
パスでもカーボンニュートラル都市ガスを導入し、
キャンパスにおけるCO2削減を推進しています。
カーボンニュートラル都市ガスの導入により年間
1,546t-CO2のCO2削減に貢献しています。

グリーン電力証書の取得

本学では、2022年度より東京電力エナジーパート
ナー株式会社よりグリーン電力証書を購入しています。
風 力 や バ イ オ マ ス な ど で 生 み 出 さ れた 年 間
8,732,107kWhの自然エネルギーの維持、普及、拡
大に貢献しています。

電力使用量の見える化

本学から排出される温室効果ガスの多くは、電力由来のものであるこ
とから、エネルギー・マネジメント・サービスを導入し、キャンパス毎の電
力使用量を「見える化」しました。日々の大学生活の中で生じるエネル
ギーの消費状況を把握することで、学生・教職員一人一人の省エネ・節
電に関する意識に訴求し、消費電力量の低減に取り組んでいます。

「カーボンニュートラル推進リーダー育成講座（入門）」の開設

地球規模の環境・社会問題の理解を
深め、カーボンニュートラルを推進して
いる大学・企業・自治体等の取組につ
いて学び、身近なところからアクション
を起こすことができる人材を育成する
ことを目指した新科目を開設しました。
本科目は、2024年度より、正課科目
として新設し、全学部（15学部・38学
科）・全学年の学生が受講することがで
きます。

「カーボンニュートラル推進リーダー育成プログラム」の開設

日産自動車株式会社でのフィールドワーク
電気自動車の電気を用いて、家電製品を動
かす様子

2024年度より、全学部・全学年を対象に、
カーボンニュートラルをテーマに体系的な学
修ができるプログラムを開設しました。学生
は264科目から成る「カーボンニュートラル
科目群」から、履修科目を選択し、修了要件を
満たすと、カーボンニュートラルサティフィ
ケート（オープンバッジ）を取得することがで
きます。
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オープンバッジ（デジタル証明書）
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